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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
競
技

◀
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
体
験

　12 月 14 日、栃木文化会館にて「第九演奏会」が行われました。これは、栃木市
栃木文化団体連絡協議会の発足 40 周年と、栃木市合唱連盟創立 35 周年を記念して
記念したものです。市内の楽団や合唱団などが結集してこの日のために結成したオー
ケストラと合唱
団が、ベートー
ヴェンの歓喜の
調べを高らかに
響かせました。

市民が力を合わせた「歓喜の歌」

▶  

地
元
食
材
を
使
っ
た

カ
レ
ー
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た

　
12
月
１
日
、岩
舟
地
域
青
少
年
育
成
会
議
な
ど
が
中
心
と
な
り
、

岩
舟
の
静
和
地
区
に
お
い
て
第
10
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
３
０
０
名
の
方
が
参
加
し
、
コ
ー
ス

図
に
従
い
な
が
ら
途
中
に
あ
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
地

域
の
歴
史
や
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後

に
は
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
カ
レ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
、
冷
え
た

身
体
を
温
め
て
く
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
開
催

　11 月 28 日、西方公民館の公開講座「真名子城址探訪」が開催されました。参加
した方々は、講師の説明を聞きながら城址を散策し、かつて西方城と対峙していたと
いわれる真名子城の在りし頃に思いを馳せていました。

真名子城址探訪

 

▶ 

舞
台
に
上
が
り「
高
校
三
年
生
」

を
歌
い
ま
し
た

　
12
月
１
日(

日
）、
都
賀
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
に
お

い
て
、
令
和
元
年
度
地
域
予
算
事
業
「
高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
」
歌
声
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
青
春

時
代
に
口
ず
さ
ん
だ
懐
か
し
い
歌
を
出
演
者
と
共
に
歌
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

歌
っ
て
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り
！

◀快晴の空に鳴子の音が響きます

　12 月 8 日、毎年恒例となっているよさこい藤岡パレードが行われました。記念す
べき 20 回目の開催となる今回は、藤岡地域内 3 会場において同時に各種イベント
が行われ、それぞれの会場が大いに賑わいました。会場の 1 つである藤岡中央通り
ではよさこいパレードが行われ、踊りの参加者は鳴子や藤岡の特産品であるサツマ
イモを手に持ちながら、よさこい踊りで練り歩き、イベントを盛り上げていました。

地域を楽しくにぎやかに

　

 

文
化
会
館
に
お
い
て
も
様
々
な

◀ 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大平中吹奏楽部の▶
皆さんによる演奏

冬
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

　
　
～ 

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト 

～

　
12
月
２
日
か
ら
１
月
13
日
の
間
、
東
武
新
大
平
下
駅
東
口
周
辺

に
お
い
て
、
お
よ
そ
15
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
く
「
光

と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
行
わ
れ
た
点
灯
式
で
は
、
き
ら
め
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
点
灯
と
と
も
に
、
大
平
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
素
敵
な
演
奏

が
始
ま
り
、
訪
れ
た
お
客
様
の
目
と

耳
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

▶ 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
駅
周
辺
を
彩
り
ま
し
た

◀ 

真
名
子
城
址
を
散
策
す
る
参
加
者

　

  

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
出
演
者

◀ 

と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た

▶  

楽
団
と
合
唱
団
、
総
勢

２
０
０
人
以
上
に
よ
る
、

迫
力
の
「
第
九
」


